
Title 香川景樹と猪飼敬所

Author(s) 宗政, 五十緒

Citation 語文. 1960, 23, p. 22-29

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/68543

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



香

川

景

樹

と

猪

飼

敬

所

目

次

一
、
敬
所
と
景
樹
と
の
師
弟
関
係
に
つ
い
て

二
、
景
樹
が
敬
所
か
ら
継
承
し
た
も
の

肝

説

一
、
景
樹
の
香
川
家
養
子
入
り
の
時
期
に
つ
い
て

二
、
「
尚
志
斎
従
学
姓
名
録
」
に
つ
い
て

呑
川
景
樹
が
猪
飼
敬
一
駒
と
親
交
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
次
の
資
料
か
ら
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

②
 

①
「
香
川
景
樹
モ
王
陽
明
ノ
説
が
歌
学
ニ
合
候
故
頗
信
シ
候
、
学
蔀
通
排
ヲ

見
セ
候
所
其
非
ヲ
悟
リ
候
、
（
ト
猪
飼
敬
所
書
東
集
」
村
山
氏
ニ
答
フ
、
『
日

本
芸
林
叢
書
』
四
巻
一
・
へ
「
1
ジ）

②
『
尚
志
斎
従
学
姓
名
録
』
（
猪
飼
敬
所
の
門
人
帖
）
に
左
の
ご
と
く
載

＠
 

っ
て
い
る
。

（
寛
政
七
年
）
＠

「
乙
卯
五
月⑦
 

山
本
近
江
守

陸
奥
介

後香養
任Jll子

長手
門内
介部
しー
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/Iミ

政

緒

五

十

叉
、
傍
証
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
資
料
が
あ
る
。

③
景
樹
が
門
人
に
説
く
と
こ
ろ
を
、
敬
所
が
引
い
て
い
る
。

（
敬
所
〉

「
家
大
人
云
、
陸
玉
の
学
は
、
禅
家
の
所
レ
謂
本
来
無
一
物
よ
り
出
づ
、

是
れ
亦
禅
学
耳
、
程
朱
陸
王
の
学
の
別
を
不
レ
知
者
、
無
レ
目
者
也
、
呑
川

L
R
掛
骨
仲
ぃ
r
b
掛
川
や
－
T
、
古
今
集
を
面
白
し
と
思
ふ
人
は
、
必
ず
新
古

今
集
は
不
－
一
面
白
－
は
ず
也
、
其
古
今
集
、
新
古
今
集
共
に
面
白
し
と
恩
ふ

人
は
、
必
ず
歌
を
不
レ
知
者
也
と
、
今
王
学
を
尤
と
恩
ふ
人
は
、
必
ず
宋

学
は
尤
と
思
ふ
ま
じ
、
宋
学
を
悦
ぶ
人
は
、
必
ず
王
学
は
不
レ
悦
は
ず
也
、

宋
王
併
て
尤
と
思
ふ
人
は
、
必
ず
程
朱
王
陽
明
の
別
を
不
レ
知
也
、
」
（
「
於

多
満
幾
」
巻
四
｜
｜
敬
所
の
伝
を
、
そ
の
子
彦
績
が
記
し
た
も
の
｜
｜
『

＠
 

史
籍
雑
纂
』
第
三
、
三
九
五
ペ
ー
ジ
）

④
景
樹
の
養
父
、
呑
川
景
柄
が
、
寛
政
十
一
年
に
、
敬
所
を
訪
問
し
て
い
る
。

＠
 

「
（
猪
飼
敬
所
）
来
訪
学
者
（
名
簿
）
」
に
左
の
ご
と
く
見
え
る
。

（
党
政
十
一
年
）

「

己

未

香

川

陸

奥

介

」

資
料
②
は
、
景
樹
が
敬
所
と
単
に
親
交
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
み
な
ら

ず
、
そ
こ
に
師
弟
関
係
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
寛
政

七
年
五
月
、
景
樹
二
十
八
歳
の
夏
、
山
本
近
江
守
正
臣
の
紹
介
で
、
猪
飼
敬
所



に
彼
は
入
門
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
当
時
の
儒
学
の
塾
に
あ
っ
て
、
凱
民
を
執
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
必

ず
し
も
そ
こ
に
、
そ
の
師
に
就
い
て
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
認
め
は
し
な
い
。

た
だ
執
賛
の
み
で
、
他
の
儒
者
の
も
と
へ
奔
る
と
い
っ
た
こ
と
も
屡
々
あ
っ

た
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
尾
藤
二
洲
の
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。

（
ニ
洲
）

「
尾
藤
先
生
、
学
開
始
め
の
時
分
、
皆
川
浜
国
か
片
山
北
海
の
二
人
の
中
に

従
学
せ
ん
と
て
、
皆
川
の
家
に
至
れ
ば
、
門
人
を
左
右
に
列
し
、
威
儀
を
正
し

て
、
逢
ひ
た
り
、
片
山
の
家
に
い
た
れ
ば
、
門
前
に
手
拭
を
か
ぶ
り
、
薪
を
割

て
居
た
る
男
あ
り
し
が
、
即
ち
北
海
也
、
終
に
従
て
学
ぶ
、
秋
山
是
を
酢
竹
に

き
く
、
」
（
「
廉
斎
閑
話
」
、
『
日
本
芸
林
叢
書
』
五
巻
一
五
ペ
ー
ジ
）

景
樹
の
場
合
は
、
そ
れ
と
は
異
り
、
敬
所
に
学
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
、
資
料
①
に
よ
っ
て
略
・
4

推
測
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
資
料
③
④
が

そ
の
推
測
を
補
強
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ

の

川

前
章
引
用
①
に
よ
っ
て
我
々
は
、
更
に
次
の
こ
と
が
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
景
樹
が
自
分
の
和
歌
観
を
理
論
．
つ
け
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
依
侍

す
る
と
こ
ろ
を
陽
明
学
か
ら
朱
子
学
へ
と
展
回
さ
せ
て
い
っ
た
過
程
に
、
敬
所

の
助
言
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
景
樹
の
歌
論
に
朱
子
学
的
な
記
述

を
発
見
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
彼
の
『
桂
園
漫
筆
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
記

述
に
ゆ
き
あ
た
る
。

③
「
明
る
を
悼
と
す
、
孝
弟
忠
信
を
献
と
す
、
是
大
学
を
入
徳
の
門
と
し
て
、

論
孟
次
レ
之
所
以
也
」
（
『
桂
園
遺
稿
』
下
、
三

O
二
ペ
ー
ジ
）

こ
こ
に
は
「
大
学
」
重
視
の
記
述
が
あ
る
。
朱
子
学
に
通
じ
る
点
と
し
て
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
叉
、

⑧
「
其
こ
と
わ
り
と
申
す
は
、
思
慮
分
別
を
申
し
侍
る
也
、
天
理
な
ど
い
ふ
こ

と
わ
り
に
は
あ
ら
ず
、
天
理
は
即
ち
調
に
は
ベ
り
、
」
（
「
随
所
師
説
」
或
人

の
詠
草
に
、
『
香
川
景
樹
翁
全
集
』
下
、
八
一
ペ
ー
ジ
）

「
天
理
は
即
ち
調
」
と
い
う
記
述
に
、
「
理
」
を
重
視
す
る
朱
子
学
の
影
響

＠
 

が
窺
わ
れ
る
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
景
樹
の
歌
論
に
、
朱
子
学
的
な
記
述
を
肱
々
発

見
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
景
樹
の
和
歌
観
を
知
る
に
最
も
多
く
の
資
料
を

提
供
す
る
で
あ
ろ
う
『
桂
園
遺
文
』
や
『
随
所
師
説
』
な
y
r
に
対
す
る
時
、
そ

こ
に
朱
子
学
的
な
論
述
を
脇
見
す
る
に
は
困
難
を
お
ぼ
え
る
。

と
す
る
と
、
景
樹
が
彼
の
和
歌
観
を
理
論
．
つ
け
る
に
あ
た
っ
て
、
朱
子
学
以

外
の
理
論
を
も
借
り
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
起
っ
て
く
る
で
あ
ろ

う
。
す
で
に
、
宇
佐
美
喜
三
八
氏
の
御
論
考
が
あ
っ
て
、
氏
h
u
景
樹
の
歌
論
に

伊
藤
仁
斎
の
古
義
学
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
。
こ
こ
で
景
樹
の

歌
論
と
古
義
学
と
の
関
係
を
私
が
述
べ
る
こ
と
は
、
す
で
に
無
用
の
業
で
ゐ
ろ

ど
1

ノ。以
上
の
こ
と
か
ら
、
景
樹
の
和
歌
観
は
、
朱
子
学
と
古
義
学
と
の
両
者
に
よ

っ
て
理
論
づ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
一
応
考
え
ら
れ
る
。

複
数
の
異
っ
た
理
論
を
利
用
し
た
理
論
づ
け
は
、
当
時
流
行
の
折
衷
学
的
方
法

と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
折
衷
学
的
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら

ば
、
景
樹
が
敬
所
か
ら
師
承
す
る
に
誠
に
恰
好
な
学
問
で
あ
っ
た
、
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
敬
所
は
自
ら
も
い
う
よ
う
に
折
衷
学
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
遺
言

こ
い
う
、
「
鳴
乎
、
余
不
才
無
能
、
唯
能
読
レ
書
、
折
ニ
中
古
今
－
、
無
コ
偏
執
－
、
排
レ
妄
糾

レ
謬
、
不
ニ
仮
借
「
知
レ
我
罪
レ
我
、
世
己
有
レ
人
、
猶
侠
ニ
後
君
子
己
（
門
人
吉

田
克
書
の
碑
文
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
於
多
満
幾
」
所
掲
、
三
八
九
ペ
ー
ジ
）
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そ
し
て
、
景
樹
の
方
法
を
折
衷
学
的
と
考
え
る
な
ら
ば
、
彼
の
「
調
」
と
「

誠
」
の
理
論
に
お
い
て
、
更
に
陽
明
学
的
な
方
法
を
も
我
々
は
そ
こ
に
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
景
樹
は
、

「
歌
は
唯
実
情
を
の
ぶ
る
の
み
」
（
「
桂
圏
遺
文
」
秋
元
公
英
が
尋
に
こ
た
ふ

る
文
、
『
日
本
歌
μ主
人
系
』
八
巻
三
一
一
八
ペ
ー
ジ
）

「
歌
は
只
誠
災
の
か
を
り
ば
か
り
に
候
」
（
「
随
所
師
説
」
大
西
士
口
邦
が
詠
草

に
、
『
香
川
景
樹
翁
全
集
』
下
、
三
九
ペ
ー
ジ
）

と
い
い
「
実
」
（
実
情
・
誠
実
）
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
歌
を
把
援
す
る
。

そ
し
て
、
そ
の
「
突
」
を
彼
は
「
調
」
と
い
う
形
式
で
表
現
し
よ
う
と
す
る
。

「
歌
と
は
調
の
名
に
て
候
」
（
向
、
戎
人
の
詠
草
に
、
向
、
八
二
ペ
ー
ジ
）

又、「
い
つ
は
ら
ず
己
が
性
情
を
述
べ
ん
と
す
る
中
に
、
調
は
ひ
と
り
は
ら
ま
る

L
也
、
」
（
向
、
水
月
法
制
が
尋
に
こ
た
ふ
、
問
、
二
四
ペ
ー
ジ
）

そ
し
て
、
そ
の
形
式
に
い
か
に
し
て
「
実
」
を
表
現
さ
せ
る
か
と
い
え
ば
、

景
樹
は
「
誠
」
を
通
じ
て
そ
れ
を
行
お
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

「
誠
を
の
き
て
調
を
い
う
の
は
、
木
に
よ
り
て
魚
な
る
べ
し
、
」
（
岡
、
向
、

向
、
二
四
ペ
ー
ジ
）

「
誠
は
う
る
は
し
く
上
品
な
る
も
の
也
、
誠
を
述
ん
と
思
は
い
ふ
、
上
品
に
よ

む
事
也
、
し
か
よ
ま
ん
と
す
る
を
、
し
ら
ぶ
る
と
申
す
也
、
」
（
同
、
あ
る

法
師
の
詠
草
に
、
問
、
四
六
ペ
ー
ジ
）

こ
こ
か
ら
、

「
調
は
誠
の
み
」
（
問
、
或
る
古
文
者
の
難
問
に
答
へ
ら
れ
し
文
、
問
、
七

六
ペ
ー
ジ
〉

と
誠
調
の
一
致
が
説
か
れ
る
。

こ
の
景
樹
の
説
く
誠
調
一
致
の
説
に
対
し
て
、
陽
明
学
の
知
行
合
一
説
を
考

え
て
み
る
と
、
景
樹
の
「
誠
」
に
対
し
て
、
陽
明
学
の
「
知
」
、
前
者
の
「
調
」

に
対
し
て
後
者
の
「
行
」
と
い
う
関
係
で
同
一
の
構
造
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

「
知
是
行
的
主
意
、
行
是
知
的
工
夫
、
知
是
行
之
始
、
行
是
知
之
成
、
若
会

得
時
、
只
説
二
箇
知
一
己
自
有
＝
行
在
「
、
只
説
二
箇
行
一
己
白
有
＝
知
在
己

（
『
王
陽
明
先
生
文
紗
』
「
伝
習
録
上
」
「
徐
愛
録
」
）

「
知
之
真
切
篤
実
処
、
即
是
行
、
行
之
明
覚
精
察
処
、
即
是
知
、
知
行
工

夫
、
本
不
レ
可
レ
離
」
（
同
「
問
、
書
」
「
答
顧
東
椅
諭
知
行
格
致
之
学
書
」
）

す
な
わ
ち
、
「
知
は
理
想
な
り
、
行
は
実
現
な
り
」
・
「
知
は
理
論
な
り
、
行

は
実
際
な
り
」
と
陽
明
の
知
行
合
一
説
を
説
く
（
高
瀬
武
次
郎
著
『
陽
明
学
新

論
』
九
一
ペ
ー
ジ
）
よ
う
に
、
陽
明
学
に
お
け
る
、
知
行
の
不
離
、
そ
し
て
「

行
」
が
人
聞
の
外
面
性
を
示
す
の
に
対
す
る
「
知
」
の
内
面
的
性
格
、
は
景
樹

に
お
け
る
誠
調
の
不
離
、
そ
し
て
「
調
」
が
外
面
形
式
を
一
示
す
に
対
し
て
「
誠

」
が
内
容
と
し
て
の
性
格
を
示
し
て
い
る
と
い
う
、
両
者
の
椛
造
に
同
一
性
が

あ
る
。
叉
、
更
に
遡
れ
ば
、
景
樹
の
「
実
」
に
、
陽
明
学
の
「
理
」
が
対
す
る

で
あ
ろ
う
。

と
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
朱
子
学
・
古
義
学
・
陽
明
学
の
三
者
（
外
に
も
あ

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
近
世
日
本
の
儒
学
に
お
い
て
は
、
こ
の
三
者
と
古
文
辞

学
が
主
流
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
管
見
の
範
囲

で
は
古
文
辞
学
の
影
響
を
景
樹
に
お
い
て
具
体
的
に
把
握
し
え
な
か
っ
た
）
を

折
衷
し
て
景
樹
は
和
歌
観
を
理
論
，
つ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
前
掲
引
用
①
の
よ
う
に
、
景
樹
が
『
学
蔀
通
排
』
を
敬
所
に
示
さ

れ
て
、
陽
明
学
の
非
を
さ
と
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
右
の
三
者
の
理

論
を
、
彼
が
和
歌
観
の
成
長
に
つ
れ
て
三
変
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
叉
、
こ
の
三
変
説
と
か
ら
ん
で
、
三
変
説
・
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折
衷
説
の
混
合
説
も
一
応
考
え
て
見
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

三
変
説
を
支
え
る
根
拠
と
し
て
は
、
次
の
諸
点
が
見
出
さ
れ
る
。

ま
ず
、
陽
明
学
と
朱
子
学
と
の
関
係
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
陽
明
学
か
ら

朱
子
学
へ
、
と
い
う
展
回
の
証
が
と
ら
え
ら
れ
る
。
次
に
朱
子
学
は
、

＠
「
こ
は
歌
学
は
か
り
に
は
侍
ら
じ
、
お
ほ
け
な
け
れ
ど
、
程
朱
の
性
別
刷
、
象

陽
の
良
知
の
類
ひ
も
、
此
徴
庖
の
境
よ
り
あ
や
ま
ら
れ
し
な
ら
ん
に
は
、
数

に
も
あ
ら
ぬ
わ
な
み
、
か
た
み
に
我
を
捨
て
、
心
を
ひ
そ
む
べ
き
限
に
候
ベ

し
、
」
（
「
随
聞
随
記
」
天
保
八
年
四
月
江
戸
社
中
点
取
、
『
松
岡
遺
稿
』
下
、

二
六
六
ペ
ー
ジ
）

に
看
ら
れ
る
よ
う
に
、
程
朱
の
性
理
説
に
対
す
る
否
定
的
態
度
が
み
と
め
ら

れ
る
。

⑧
「
孔
孟
の
性
に
就
く
時
は
、
』
人
理
即
ち
道
に
し
て
活
、
程
朱
の
性
に
依
る
時

は
、
天
理
即
ち
理
に
し
て
死
」

と
い
う
。
更
に
、
景
樹
が
、
朱
子
学
的
な
「
理
」
を
述
べ
て
い
る
言
辞
に
は

殆
ん
ど
ゆ
き
あ
た
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
、
彼
が
朱
子
学
か
ら
去
っ
て
更
に
次
の
理
論
へ
移
っ
た

と
い
う
展
回
が
推
察
で
き
る
。
と
す
れ
ば
、
朱
子
学
の
次
に
古
義
学
が
景
樹
に

と
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
ネ
ガ
チ
ヴ
に
推
測
で
き

る
。
そ
し
て
、
景
樹
の
歌
諭
に
お
け
る
古
義
学
の
反
映
は
、
す
で
に
宇
佐
美
氏

の
御
論
考
の
よ
う
に
指
摘
で
き
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
景
樹
の
和
歌
観
は
、
そ

の
理
論
づ
け
に
当
っ
て
、
儒
学
に
つ
い
て
い
え
ば
、
陽
明
学
｜
｜
朱
子
学
｜
｜

古
義
学
、
と
依
僑
す
る
と
こ
ろ
の
理
論
を
三
変
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

右
の
結
論
が
肯
定
さ
れ
た
と
し
て
も
し
か
し
、
折
衷
説
は
全
面
的
に
否
定
さ

れ
る
と
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
時
代
の
思
想
に
主
流
的

な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
は
、
折
衷
的
思
考
方
法
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
主
流
的
な
思
考
方
法
を
、
そ
の
時
代
に
生
き
た
景
樹
が
、
全
く
拒
否
し
た
と

考
え
る
こ
と
は
疑
問
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
私
は
む
し
ろ
、
景
樹
の
和
歌
観
は
折

衷
説
と
三
変
説
と
の
混
合
説
、
す
な
わ
ち
、
景
樹
が
前
に
理
論
づ
け
に
用
い
た

陽
明
学
や
朱
子
学
を
全
く
拙
楽
し
て
三
変
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
前
の
も
の
を

残
し
な
が
ら
一
一
一
変
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
方
が
、
現
存
の
資
料
を
理
解
す
る

に
、
刑
法
畔
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
旬
。
し
か
し
、
『
住
岡
遺
文
』
・

『
随
所
師
説
』
・
『
挫
閤
漫
筆
』
な
ど
の
、
景
樹
の
歌
論
を
鋭
い
う
る
資
料
の
一

一
の
条
の
成
立
に
つ
い
て
の
考
証
が
審
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
現
在
、
そ
の
考

証
を
ぬ
き
に
し
て
の
立
説
は
意
味
を
も
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
混
合
説

を
こ
こ
で
断
定
的
に
い
う
こ
と
は
私
と
し
て
は
避
け
た
い
と
思
う
。
た
だ
し
、

一
歩
退
い
て
三
変
説
の
成
立
が
、
混
合
説
の
成
立
の
以
前
に
一
応
い
い
う
る
で

あ
ろ
う
こ
と
は
布
の
論
述
で
略
々
首
肯
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
間

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
敬
所
の
景
樹
へ
の
助
言
（
前
掲
引
用
①
）
は
、

資
料
と
し
て
は
、
陽
明
学
か
ら
朱
子
学
へ
の
展
固
に
お
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、

古
義
学
へ
の
展
回
に
お
け
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
る

と
、
混
合
説
で
あ
れ
三
変
説
で
あ
れ
、
景
樹
の
歌
論
の
完
成
し
た
形
に
お
い
て

は
、
こ
の
資
料
で
は
敬
所
は
前
史
的
な
時
点
で
の
役
割
し
か
果
し
て
い
な
い
と

い
う
、
軽
い
意
味
の
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、
作
家
に
視
点
を
お
く
場
合
は
、

敬
所
か
ら
の
受
学
は
景
樹
が
彼
の
歌
論
を
創
造
し
た
過
程
に
お
い
て
少
な
く
と

も
一
つ
の
重
要
な
跳
躍
板
の
意
味
は
も
つ
で
あ
ろ
う
。

叉
、
景
樹
と
敬
所
と
の
交
渉
は
経
学
を
学
ん
だ
の
み
で
、
僅
か
で
あ
る
と
考

え
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
引
用
③
は
、
僅
か
な
資
料
で
根
拠
と
し
て
は
十
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分
と
は
い
え
な
い
が
、
後
年
に
至
る
ま
で
両
者
が
交
渉
を
も
っ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
が
一
応
推
測
し
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
景
樹
が
古
義
学
を
彼
の

歌
論
の
論
理
づ
け
に
用
い
た
の
も
、
敬
所
を
通
じ
て
古
義
学
を
受
取
っ
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

容

と
い
う
の
は
、
敬
所
は
岩
知
一
能
渓
の
門
人
で
あ
っ
た
。
龍
訴
の
師
の
一
人
に

。

は
宮
崎
錆
岡
が
い
た
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
古
義
堂
か
ら
景
樹
へ
、
と
い
う
古
義

学
相
承
の
一
つ
の
系
が
明
る
み
に
出
て
く
る
。

古
義
堂
（
伊
藤
東
涯
・
蘭
隅
）

i
1宮
崎
錆
悶

l
l岩
垣
龍
浅
1
1猪
飼
敬

所
｜
｜
香
川
景
樹

も
っ
と
も
、
景
樹
は
京
都
に
住
み
、
か
っ
、
優
れ
た
才
能
を
も
っ
歌
論
家
で

あ
っ
た
か
ら
、
古
義
学
は
敬
所
を
通
じ
な
く
て
も
｜
｜
昔
日
の
面
影
は
な
い
に

し
て
も
、
か
つ
て
は
あ
れ
ほ
ど
盛
行
し
た
古
義
学
で
あ
る
か
ら
｜
｜
、
受
取
り

う
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
、
初
め
は
他
か
ら
入
っ
た
と

し
て
も
、
景
樹
が
経
学
の
師
と
し
、
そ
の
晩
年
に
は
京
師
屈
指
の
経
学
者
で
あ

⑮
 

っ
た
敬
所
で
あ
る
か
ら
、
景
樹
が
古
義
学
に
関
し
て
敬
所
の
説
を
聴
く
こ
と
は

極
め
て
常
識
的
に
い
っ
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
景
樹
の
歌
作
の
技
術
面
に
お
い
て
は
、
敬
所
か
ら
の
師
承
を
推
測
す

る
の
は
困
難
で
ら
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
敬
所
は
、

「
老
拙
ハ
元
来
詩
文
ヲ
不
レ
好
、
李
杜
ノ
集
ス
ラ
未
－
一
曽
読
一
候
、
」
（
「
猪
飼
敬

所
書
東
集
」
谷
氏
ニ
答
フ
、
四
ペ
ー
ジ
）

「
余
不
才
不
レ
能
ニ
詩
文
こ
（
問
、
三
九
ペ
ー
ジ
〉

な
ど
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
敬
所
が
詩
・
和
歌
の
実
作
に
お
い
て

景
樹
を
導
い
て
い
っ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
思
う
。

以
上
、
私
は
少
し
く
常
識
性
を
用
い
て
資
料
の
不
足
を
埋
め
て
論
述
し
た
。

景
樹
に
関
し
て
は
、
先
人
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
も
あ
っ
て
資
料
は
博
捜
さ
れ
て

は
い
る
が
、
そ
の
時
代
か
ら
考
え
て
新
資
料
が
出
現
す
る
可
能
性
の
大
き
い
対

象
で
あ
る
。
私
の
推
論
に
は
断
言
を
さ
け
た
い
と
思
う
。
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註

①
敬
所
は
、
姓
猪
飼
、
名
－
M
博
、
字
希
文
、
宝
暦
十
一
年
京
都
に
生
る
。
大
橋

自
門
・
手
嶋
城
山
町
に
心
学
を
学
び
、
宮
鳳
岡
に
詩
を
、
陛
種
間
出
川
に
史
を
学

ぶ
。
二
十
二
歳
に
し
て
何
者
を
士
山
し
、
岩
垣
龍
渓
に
入
門
、
三
十
一
政
よ
り

京
都
に
て
侃
学
教
授
す
。
天
保
九
年
津
に
移
り
、
弘
化
二
年
同
地
に
没
す
。

年
八
十
五
。
折
衷
学
者
。
老
証
の
書
が
あ
る
。
（
伝
記
に
つ
い
て
の
詳
細
は

「
於
多
満
幾
」
参
者
。
）

②
明
の
陳
述
の
若
。
十
二
巻
。
学
部
の
義
は
正
学
を
夜
賊
す
る
の
意
、
朱
陸
の

間
関
同
に
つ
い
て
討
究
。
そ
の
自
序
に
「
専
ら
一
案
を
明
に
し
て
以
て
三
部
を

扶
す
、
前
編
は
朱
陸
早
同
晩
国
内
の
突
を
明
に
し
、
後
編
は
象
山
陽
侃
陰
釈
の

突
を
明
に
し
、
聖
伐
の
正
学
妄
に
議
す
べ
か
ら
ざ
る
の
突
を
以
て
終
ふ
」
と

あ
る
。
（
以
上
、
『
支
那
学
芸
大
辞
山
県
』
よ
り
要
約
）
朱
陸
の
説
に
つ
い
て
の

考
証
で
あ
る
。
な
お
、
同
書
を
読
ん
で
貝
原
益
軒
も
朱
子
学
に
帰
依
し
た
と

い
う
こ
と
が
、
『
先
哲
叢
談
』
巻
四
に
見
え
る
。

③
以
下
、
敬
所
の
引
状
は
こ
の
翻
刻
を
用
い
る
。
ペ
ー
ジ
数
は
同
書
に
し
た
が

たノ。

④
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。
附
説
参
者
。

⑤
引
用
部
分
は
一
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。

①
入
門
月
日
を
一
不
す
。
附
説
参
君
。

⑦
山
本
近
江
守
は
『
地
下
家
伝
』
二
五
巻
の
記
我
に
よ
り
、
正
匡
と
認
め
ら
れ



る。「
（
大
炊
御
門
家
諸
大
夫
）

山
本
藤
原
正
臣
正
興
市
刀

天
明
二
年
二
月
七
日

任
近
江
守

寛
政
十
二
年
九
月
十
七
日
辞
官
返
上
位
記
四
十
七
歳

（
『
古
典
全
集
』
本
、
一
四
一
四
ペ
ー
ジ
）

な
お
、
正
臣
は
景
樹
の
門
人
山
本
呂
敷
の
父
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
景
樹
と

山
本
家
と
の
関
係
は
、
既
に
こ
の
頃
か
ら
あ
り
、
後
年
の
景
樹
と
円
日
放
・
嘉

之
と
の
深
い
親
交
が
単
に
師
弟
関
係
の
み
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
る
。

③
以
下
、
「
於
多
満
幾
」
は
こ
の
糊
刻
を
用
い
る
0

ペ
ー
ジ
数
は
同
書
に
し
た

ヵ
ぅ
。

⑨
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。

⑬
景
樹
の
儒
学
の
師
に
つ
い
て
は
、
彼
が
鳥
取
に
居
た
時
に
堀
木
日
市
川
に
学
ん
だ

と
す
る
推
測
（
黒
岩
一
郎
氏
著
『
香
川
景
樹
の
研
究
』
三
八
ペ
ー
ジ
、
こ
れ

は
時
山
勇
氏
の
説
に
も
と
づ
く
旨
記
さ
れ
て
い
る
）
以
外
に
は
、
同
日
見
の
範

囲
で
は
、
述
べ
た
も
の
を
知
ら
な
い
。
（
た
だ
し
、
「
脊
庵
」
が
藤
原
健
寓

の
門
人
の
堀
杏
庵
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
説
に
は
疑
問
が
あ
る
0

）

⑪
こ
の
「
天
理
」
は
陽
明
学
と
も
叉
と
れ
ぬ
こ
と
は
な
い
。
前
後
の
文
章
か
ら

調
べ
て
も
、
朱
子
学
か
陽
明
学
か
は
断
言
で
き
な
い
。

⑫
黒
岩
一
郎
氏
は
前
掲
書
二
八
一
ペ
ー
ジ
で
「
（
景
樹
が
朱
子
の
）
理
気
哲
学

の
借
用
は
一
点
の
疑
ふ
余
地
も
な
か
ら
う
o
」
「
（
景
樹
が
）
探
り
あ
て
た
も

の
が
宋
仰
の
理
気
学
説
で
あ
っ
た
ら
う
と
見
た
所
で
、
此
の
学
説
が
非
常
な

'---

流
行
を
見
て
居
た
当
時
と
し
て
は
、
必
ず
し
も
的
を
失
し
た
想
像
で
も
な
か

ら
う
。
」
と
述
べ
て
い
ら
れ
る
が
、
氏
の
掲
出
し
た
資
料
や
論
証
の
み
で
は
、

首
肯
す
る
に
困
難
で
あ
る
と
私
に
は
岡
山
わ
れ
る
。

⑬
「
景
樹
の
歌
論
に
関
す
る
一
問
題
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
三
二
年
二
一

月
号
）
。
氏
は
、

H
「
随
開
随
記
」
に
見
え
る
程
朱
・
陸
王
の
批
判
、
同
「
桂

困
没
筆
」
に
見
ら
れ
る
、
天
地
一
元
気
説
・
天
地
の
生
々
説
・
体
用
二
分
説

批
判
、
国
「
誠
」
と
「
忠
信
」
の
説
、
同
『
論
語
』
重
視
、
な
ど
を
あ
げ
て

述
べ
て
い
ら
れ
る
。

⑬
引
用
は
宇
佐
美
氏
前
掲
論
文
に
よ
る
。
「
折
々
草
」
の
一
本
に
あ
る
由
。

⑬
「
水
を
求
め
ん
に
は
渓
に
下
る
ぺ
し
、
月
を
見
ん
に
は
紛
に
上
る
べ
し
、
翌

日
以
の
未
言
語
と
い
へ
ど
も
其
筋
に
だ
に
差
は
ず
ば
何
を
か
開
ら
ん
、
宋
学
の

科
目
を
論
孟
に
あ
て
L
深
考
す
る
に
、
水
を
求
め
て
山
制
に
家
ぢ
月
を
見
ん
と

し
て
渓
に
入
こ
‘
ふ
ち
せ
る
は
猶
己
が
惑
な
り
や
未
排
、
困
て
姑
く
古
学
先
生

に
従
ふ
の
み
」
（
「
桂
困
没
筆
」
下
『
桂
園
巡
航
』
下
三

0
0ペ
ー
ジ
）
と
い

う
記
述
は
、
「
論
孟
」
に
は
古
義
学
を
あ
て
は
め
て
考
え
る
の
が
よ
い
、
と

い
う
考
え
で
、
必
ず
し
も
朱
子
学
を
否
定
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
れ

な
ど
は
折
衷
学
的
な
態
度
の
例
で
あ
ろ
う
。

⑬
敬
所
は
自
分
の
学
は
独
学
で
発
明
し
た
と
い
っ
て
い
る
（
「
猪
飼
彦
績
随

筆
」
）
が
、
敬
所
は
龍
渓
の
家
に
一
年
余
り
寄
寓
し
て
学
を
受
け
て
い
る
。

叉
、
龍
渓
も
、
「
門
人
州
市
猪
飼
敬
所
一
人
に
有
る
而
己
」
と
人
に
答
え
た
と
い

う
（
「
於
多
満
幾
」
）
か
ら
、
能
渓

l
l敬
所
、
の
学
統
は
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
、

⑫
「
先
生
（
龍
一
様
）
は
東
涯
門
人
宮
常
之
進
（
宮
崎
世
周
囲
）
の
門
人
也
」
叉
、

続
け
て
「
伊
藤
を
宗
と
為
る
に
非
れ
ど
も
古
註
を
用
ゆ
、
家
大
人
（
敬
所
）

是
よ
り
古
学
に
志
す
、
初
め
宋
儒
の
説
を
見
て
深
く
其
道
理
を
暁
り
、
今
仁

斉
の
説
を
読
玉
ふ
に
及
ん
で
、
発
明
す
る
所
少
か
ら
ず
」
（
「
於
多
満
幾
」
）
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と
あ
る
。

錫
圃
が
義
堂
の
門
人
で
あ
る
こ
と
は
諸
書
に
見
え
る
。
今
、
中
村
幸
彦
氏

「
宮
崎
筒
岡
と
古
義
堂
」
（
『
神
田
博
士
還
暦
記
念
書
誌
学
論
集
』
所
収
）
に

子
4
1
v

。

⑬
「
二
十
年
前
松
本
愚
山
衆
中
ニ
テ
一
去
、
京
師
ノ
儒
者
余
ヲ
始
メ
皆
虚
名
、
唯

猪
飼
一
人
突
学
ナ
リ
ト
、
大
田
錦
城
モ
云
、
京
侃
只
猪
飼
一
人
、
除
ハ
小
児

ナ
リ
ト
、
老
川
コ
レ
ヲ
語
ル
ハ
自
負
－
一
似
タ
レ
ド
実
－
一
然
リ
、
：
・
・
」
（
「
猪

飼
紋
所
苫
東
集
」
谷
氏
ニ
一
答
プ
、
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
）

附

説

ー
景
樹
の
香
川
家
入
り
の
時
期
に
つ
い
て

景
樹
が
呑
川
家
に
養
子
入
り
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。

①
寛
政
八
年
（
二
九
歳
）
説
｜
井
上
通
泰
氏
・
山
本
嘉
将
氏
・
黒
岩
一
郎
氏

②
寛
政
九
年
（
三

O
歳
）
説

l
径
田
空
穂
氏
・
山
本
来
将
氏

③
寛
政
十
年
（
一
一
二
歳
）
説
｜
実
方
清
氏

（
詳
細
は
、
黒
岩
一
郎
氏
『
香
川
景
樹
の
研
究
』
七
八
ペ
ー
ジ
を
参
君
。
）

諸
説
の
上
限
は
、
寛
政
八
年
、
景
樹
二
十
九
歳
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に

本
論
に
掲
げ
た
「
従
学
姓
名
録
」
に
よ
れ
ば
、
景
樹
の
敬
所
入
門
時
別
で
あ
る

寛
政
七
年
に
、
景
樹
は
す
で
に
、
香
川
式
部
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
に

基
づ
け
ば
、
景
樹
の
香
川
家
入
り
の
年
の
下
限
は
、
こ
の
寛
政
七
年
、
景
樹
二

十
八
歳
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
、
そ
れ
を
断
定
す
る
に
は
、
こ
の
「
姓
名
録
」
は
、
い
さ
さ
か
資
料

価
値
が
低
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
「
姓
名
録
」
は
、
敬
所

自
筆
と
推
定
し
う
る
が
、
入
門
者
が
そ
の
賛
を
執
っ
た
時
期
に
、
敬
所
が
記
載

し
た
の
で
は
な
く
、
後
日
と
り
ま
と
め
て
記
載
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
少
な
く
と
も
、
寛
政
三
年
よ
り
文
化
四
年
ま
で
は
一
筆
で
書
か
れ
た
も

の
と
認
め
ら
れ
る
（
た
だ
し
、
死
亡
・
住
所
変
更
な
ど
に
は
追
筆
が
あ
る
）
。

按
ず
る
に
、
文
化
四
年
に
敬
所
が
移
居
し
た
際
に
手
控
え
の
ご
と
き
も
の
か
ら

整
理
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
香
川
式
部
に
つ
い
て
は
、
そ

の
肩
書
に
「
陸
奥
介
養
子
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
そ
れ
が
長

柄
の
陸
奥
介
任
官
時
期
の
党
政
八
年
十
二
月
以
後
の
記
載
で
あ
る
こ
と
は
容
易

に
判
明
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
一
応
、
景
樹
の
入
門
が
、
或
い
は
九
年
比
で
あ
り
、
敬
所

が
「
姓
名
録
」
に
整
理
し
て
記
載
し
た
折
に
誤
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

疑
問
も
起
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
な
お
、
景
樹
の
、
「
姓
名
録
」
の
記
載
が
、
は
じ
め
景
樹
の
も
と
の
姓
名

奥
村
純
徳
と
あ
っ
て
、
敬
所
が
整
理
の
際
に
現
在
見
る
よ
う
な
記
載
に
改
め

た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
も
一
応
起
る
が
、
こ
れ
は
「
姓
名
録
」
の

他
の
部
分
の
記
快
か
ら
否
定
さ
れ
る
。
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｛列

①
（
寛
政
四
年
）

五
月

（
追
筆
カ
）

「
名
謹
言
」

録

之

丞

禁
裏
附
与
力

村

田

（
寛
政
五
年
）

突
丑
五
月
致
仕
石
川
源
次
郎
と
改
名
六
月
物
故

②
（
究
政
十
二
年
）

八
月
富
小
路
押
小
路
下
ル
町

笹
井
数
馬

谷

勝

蔵

後
改
木
村
右
門

す
な
わ
ち
、
改
名
し
た
場
合
に
は
、
元
の
姓
名
を
記
し
、
改
名
を
傍
記
し



て
い
る
の
で
あ
る
0

）

以
上
、
こ
の
「
姓
名
録
」
を
通
じ
て
、
景
樹
の
香
川
家
養
子
入
り
の
時
期
に

つ
い
て
述
べ
た
が
、
同
記
録
を
根
拠
と
し
て
、
養
子
入
り
の
時
期
の
下
限
を
寛

政
七
年
と
断
言
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
た
だ
、
も
し
今
後
、
養
子
入
り
の
時
期

を
寛
政
七
年
以
前
と
す
る
他
の
証
拠
の
あ
ら
わ
れ
た
と
き
、
同
記
録
は
傍
証
と

し
て
役
立
つ
で
あ
ろ
う
と
は
思
う
。

2
「
尚
志
斎

従
学
姓
名
録
」
に
つ
い
て

本
論
に
お
い
て
、
敬
所
の
「
従
学
姓
名
録
」
に
ふ
れ
た
の
で
、
同
記
録
に
つ

い
て
、
気
づ
い
た
点
を
参
考
に
記
し
て
お
く
。

①
書
志
略
記

冊
数
、
一
冊
。

表
紙
、
「
従
学
姓
名
録
尚
士
山
斎
」
と
あ
る
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
て

後
補
し
た
推
定
張
紙
に
「
猪
飼
氏
旧
蔵
書
第
百
九
十
三
冊
」
と
あ
る
。

寸
法
、
横
四
五
円
目
、
堅
一
六
円
目
、
奉
書
二
つ
折
り
の
横
長
で
あ
る
。

②
内
客猪
飼
敬
所
の
門
人
に
つ
い
て
、
姓
名
・
住
所
・
紹
介
者
・
入
門
年
月
日
を

記
し
て
い
る
。
（
記
載
年
月
を
入
門
時
期
と
推
定
す
る
の
は
、
＠
門
人
の

（
三
年
）

初
掲
が
寛
政
卯
六
月
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
於
多
満
幾
」
の
、
寛
政
三
年

秋
西
陣
に
て
敬
所
が
開
業
し
た
と
い
う
記
載
と
殆
ん
ど
一
致
す
る
こ
と
、

＠
記
載
人
名
と
紙
背
と
の
関
係
！
｜
詳
細
は
省
略
ー
ー
に
よ
る
o
）

す
な
わ
ち
、
同
記
録
は
「
於
多
満
幾
」
と
照
し
合
わ
せ
て
見
る
と
、
猪
飼
敬

所
が
寛
政
三
年
四
陣
に
惟
を
下
し
て
よ
り
弘
化
元
年
（
没
前
一
年
）
に
至
る
、

彼
の
一
生
の
聞
の
門
人
帳
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
同
記
録

に
よ
る
と
敬
所
は
五
十
三
年
間
に
約
六
百
五
十
人
の
門
人
を
も
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
「
於
多
満
幾
」
に
見
え
る
、
広
橋
大
納
言
・
四
辻
中
納
言

・
日
野
南
洞
公
な
ど
の
公
家
の
記
載
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
臨
司
右
大
臣
・

聡
司
准
后
・
転
法
輪
中
納
言
・
照
司
大
納
言
・
五
条
な
ど
の
公
家
は
記
載
さ
れ

て
い
る
（
詳
細
省
略
）
。

同
記
録
に
載
る
門
人
の
注
目
す
べ
き
者
を
コ
一
・
四
次
に
掲
げ
る
。

＠
（
寛
政
九
年
）

（

入

門

時

期

）

（

紹

介

者

）

志

陣

答

志

郡

的

矢

村

五

月

向

上

（

飯

塚

元

山

）

北

大

学

（
北
条
大
学
、
霞
亭
で
あ
る
。
霞
亭
が
敬
所
に
入
門
し
た
こ
と
は
森
鴎
外
著

『
北
条
霞
苧
』
に
は
見
え
な
い
。
）

＠
（
文
化
十
二

4
）

若
狭
小
一
以
来
本
願
寺
末

四

月

廿

九

日

赤

坐

敬

蔵

妙

玄

寺

義

門

（
国
語
学
者
。
義
門
が
敬
所
と
交
渉
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
烈
雲
桜
寿
経
全
集

姓
名
〔
「
於
多
満
幾
」
巻
四
、
所
掲
〕
に
載
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
窺
い
う

る。）

の
（
天
保
元
年
）

八
月
十
五
日

（
両
人
・
偶
者
。
）

＠
（
天
保
七
年
）

十
月
廿
二
日
斎
藤
五
郎

（
日
平
鈍
教
官
、
安
井
息
軒
で
あ
る
。
）
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